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	新型コロナウイルス感染症対応選抜第２日程募集要項
	/
	福島県立いわき翠の杜高等学校
	福島県いわき市内郷綴町板宮2番地　
	〒973-8403　　 TEL(0246)26-2596　
	　　令和３年度福島県立高等学校入学者選抜実施要綱により、下記のとおり募集する。
	/
	１　通学区域
	　　通学区域は、県下一円とする。
	/
	２　募集定員
	　　別に公告した募集定員から、前期選抜及び後期選抜合格者数を除いた数
	/
	３　出願資格
	　 　 　　新型コロナウイルス感染症対応選抜第１日程の不合格者、新型コロナウイルス感染症対応選抜　第１日程又は後期選抜を新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から受験できないこととされた者
	　 　 /
	４　併願の取扱い
	　  (1)  本校に出願した者が同時に他の県立高等学校に出願することは認めない。
	　  (2)  本校の他のコースを第二志望とすることを認める。
	　 　 /
	５　出願期間
	　 　　令和3年3月24日(水)
	　 　　受付時間は、午前10時から午後4時までとする。ただし、午後4時までに中学校長からの協議があり、　志願者に特別な事情があると認められた場合には、受付時間について弾力的な対応をする。
	　 　 /
	６　出願手続き及び提出書類
	　　次の(1)～(5)の書類を高校教育課ホームページからダウンロードして使用し、令和3年3月24日(水)　までに中学校長を通して、本校校長へ提出する。本校校長は受験資格を認めた者に対して、「新型コ　ロ
	　 　 　　(1)　入学願書
	　 　 　　　 前期選抜、連携型選抜又は後期選抜において入学検定料を納付した者は、新たに入学検定料を　　 必要としない。その際、前期選抜、連携型選抜又は後期選抜の出願先高等学校長が発行した　　「入学検定料納付
	　 　 　　(2)　インフルエンザ等学校感染症罹患者追検査等受験願
	　 　 　　　 追検査等受験願提出理由の欄に新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から受験できないこ　　 ととされた理由を記入する。
	　 　 　　(3)　調査書
	　 　 　　　 ただし、年齢20歳以上の者（平成13年4月1日以前に生まれた者）については、提出を免除する。
	　 　   　(4)　新型コロナウイルス感染症対応選抜第２日程受験許可証兼受験票
	　 　 　　　 志願者が、中学校名、志願者氏名及び志願学科・コースを記入する。
	　 　 　　(5)　入学検定料納付済証明書用紙
	　 　 　　　 新型コロナウイルス感染症対応選抜第２日程において入学検定料を納付する者のみが提出する。
	　 　 /
	７　自己申告書の提出
	　　令和3年度福島県立高等学校入学者選抜実施要綱に定めるところによる。ただし、提出期間は、　令和3年3月24日(水)午前10時から午後4時までとする。
	　 　 /
	８　選抜方法・選抜資料
	　   　調査書の審査結果、面接及び作文の結果を資料として選抜を行う。
	　  ①　調査書
	　 　　　「各教科の学習の記録」は135点満点とする。「特別活動等の記録」は点数化しない。
	　  ②　面接
	　 　　　個人面接を実施する。面接の内容には、中学校における学習活動の成果を問う内容(国語、数学、　　英語)を含む。面接については、点数化し、130点満点とする。
	　  ③　作文
	　 　　  作文を実施する。与えられたテーマについて、600字程度で自分の考えや関心、意欲等を述べる　　作文とする。作文については、点数化し、100点満点とする。
	　  ④　選抜資料の満点
	　 　  　全体の満点は、365点とする。
	　 /
	９　面接等の日時及び会場
	(1)　日　時　　令和３年３月２５日(木)午前９時より
	　 　        　　　　 ※　午前8時40分までに本校受験者控室に集合する。
	　  (2)　会　場　　本校
	　  (3)　持参物　　新型コロナウイルス感染症対応選抜第２日程受験許可証兼受験票
	　 　　　　　　　　上ばき・筆記用具・下足袋
	　 /
	10　合格者発表
	　  (1)　令和3年3月26日(金)午後3時以降に、本校において発表する。
	　  (2)　合格者に対して、合格通知書を交付する。
	　  (3)　提出書類の記載内容に事実と相違している点が認められたときは、合格を取り消すことがある。
	　 /
	11　入学辞退の手続き
	　 　 　　合格者のうち、入学を辞退する者は、入学辞退届を在学(出身)中学校長を通して本校校長に提出する。
	　 　 　ただし、中学校卒業者及び卒業見込の者以外の者については、直接、本校校長に提出する。

